
須恵町人事行政の運営等の公表 

 

  須恵町人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の規定により､人事行政運営等の状

況を次のとおり公表します｡ 

 

 

1  職員の任免及び職員数に関する状況 

2  人事評価の状況 

3  職員の給与の状況 

4  職員の勤務時間その他の勤務条件の状況 

5  職員の休業に関する状況 

6  職員の分限及び懲戒処分の状況 

7  職員の服務の状況 

8  職員の退職管理の状況 

9  職員の研修の状況 

10  職員の福祉及び利益の保護の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



1 職員の任免及び職員数に関する状況 

 

（１） 職員の任免 

ｱ 職員の採用状況                                      (単位:人) 

職種 男性 女性 合計 

新規採用 4 4 8 

新規再任用 0 1  1 

合計 4 5 9 

※令和 4年 4月 2日から令和 5年 4月 1日までに採用された職員(任期付職員･再任用短時間勤務 

職員を含む) 

 

ｲ 再任用の状況(令和 5 年 4 月 1 日)                          (単位:人) 

職種 男性 女性 合計 

再任用(ﾌﾙﾀｲﾑ) 2 0 2 

再任用(短時間) 2 1 3 

合計 4 1 5 

 

ｳ 職員の退職状況(令和 4年度中)     (単位:人) 

区分 一般職 

定年･勧奨退職 2 

その他 3 

合計 5 

 

(2)部門別職員数の状況(各年 5 月 1 日現在)                   (単位:人) 

区 分 

部 門   

職員数 対前年 

増減数 
主な増減理由 

令和 4年 令和 5年 

普 

通 

会 

計 

部 

門 

一 

般 

行 

政 

部 

門 

議  会 3  3  0   

総  務 33  35  2  施設管理体制強化による増 

税  務 14  14  0   

労  働 0  0  0   

農林水産 6  5  -1  短時間勤務職員の配置 

商  工 1  1  0   

土  木 11  11  0   

民  生 22  24  2  育休職員の代替補充 

衛  生 12  13  1  脱炭素施策体制強化による増 

計 102  106  4   

教育部門 36  36  0   

小計 138  142  4   



公
営
企
業
等
会
計
部
門 

水   道 8  9  1  短時間勤務職員から常勤職員への配置 

下 水 道 5  5   0   

そ の 他 7  6  -1  派遣終了に伴う減 

公営企業等会計部門計 20  20  0   

総  合  計 158  162  4   

 
 
 
 
 

2 人事評価の状況 

 

  人事評価の概要 

   職員の日常の仕事ぶりや勤務態度を通じて勤務成績を評定し､昇任や配置などの人事管理に活用

しています｡ 

 

 

3 給与の状況 

  令和 4年度の普通会計部門に所属する職員の給与の状況は次のとおりです｡ 

 

(1)人件費の状況(普通会計決算) 

区分 
住民基本台帳人口

(5年 1月 1日) 
歳出額 実質収支 人件費 

人件費率 

(人件費/歳出額) 

3 年度の 

人件費率 

4年度 29,270人 11,792,859千円 368,747千円 1,328,500千円 11.27% 13.18% 

(注)人件費には､町長･副町長･教育長の給料などを含みます。 

 

(2)職員給与費の状況(普通会計決算) 

区分 職員数 
給与費 1 人当たり

給与費 
給料 職員手当 期末･勤勉手当 計 

4年度 138人 544,270千円 104,733千円 201,268千円 850,271 千円 6,161千円 

(注)職員手当には退職手当を含みません｡ 

(注)職員数は､令和 4年 4月 1日現在の人数です｡ 

(注)給与費の中には､再任用職員(短時間勤務)及び会計年度任用職員の給料･手当が含まれており､職員数には当該職員を

含んでいません｡ 

 

(3)ラスパイレス指数の状況(各年 4月 1日現在) 

年 R1 R2 R3 R4 

指数 97.4 98.1 96.9 97.5 

 

 

 



(4)職員の平均給料月額･平均給与月額及び平均年齢の状況(令和 5 年 4 月 1 日現在) 

一般行政職 

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額 
平均給与月額 

(国比較ﾍﾞｰｽ) 

須恵町 39.7歳 298,686 円 359,698 円 341,347 円 

福岡県 42.0歳 317,106 円 411,651 円 356,976 円 

国 42.7歳 323,711 円 ― 405,049 円 

（注1） 福岡県と国の数値は令和 4年 4月 1日現在のものです｡ 

（注2） ｢平均給与月額｣は､給料月額と毎月支払われる扶養手当､地域手当､住居手当などすべての諸手当を合計したもの

で､地方公務員給与実態調査において明らかにされているものです｡また､｢平均給与月額(国比較ﾍﾞｰｽ)｣は､比較

のため国家公務員と同じﾍﾞｰｽ(時間外勤務手当等を除いたもの)で算出しています｡ 

 

(5)職員の初任給の状況 (令和 5 年 4 月 1 日現在) 

区分 須恵町 福岡県 国 

一般行政職 
大学卒 185,200 円 188,400 円 182,200 円 

高校卒 158,900 円 154,600 円 150,600 円 

(注 1)福岡県と国の数値は令和 4年 4月 1日現在のものです｡ 

 

(6)職員の経験年数別･学歴別平均給料月額の状況 (令和 5年 4月 1日現在) 

区分 経験年数 10年 経験年数 20年 経験年数 25年 経験年数 30年 

一般行政職 

大学卒 267,000円 359,400円 377,900円 399,200円 

高校卒      237,100円      334,100円 379,900円 386,500円 

 

 

(7)一般行政職の級別職員数の状況 (令和 5年 4月 1日現在) 

区分 標準的な職務内容 職員数 構成比 

1級 主事 15人 12.8% 

2級 主事 22人 18.8% 

3級 主任主事 30人 25.6% 

4級 係長 23人 19.7% 

5級 課長補佐･参事 17人 14.5% 

6級 課長･理事 10人 8.5% 

（注3） 須恵町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です｡ 

（注4） 標準的な職務内容とは､それぞれの級に該当する代表的な職務です｡ 

 

 

(8)職員の人事評価の状況 

  須恵町職員人事評価規程を平成 28年 4月 1日から施行しています｡ 

 

 



(9)職員手当の状況 

 

① 期末手当･勤勉手当 

区分 須恵町 

(4年度支給割合) 

福岡県 

(4年度決算) 

国 

(3年度支給割合) 

期 末 手 当 2.40月分(1.35月分) 2.40月分(1.35月分) 2.55月分(1.45月分) 

勤 勉 手 当 2.00月分(0.95月分) 2.00月分(0.95月分) 1.90月分(0.90月分) 

加算措置の状況 

職制上の段階､職務の級等

による加算措置 

･役職加算 5～15% 

職制上の段階､職務の級等

による加算措置 

･役職加算 5～20% 

･管理職加算 10～25% 

職制上の段階､職務の級等

による加算措置 

･役職加算 5～20% 

･管理職加算 10～25% 

(注) ( )内は､再任用職員に係る支給割合です｡ 

 

②退職手当(令和 5年 4 月 1 日現在) 

区分 須恵町 福岡県 国 

勤続年数 自己都合 勧奨･定年 自己都合 勧奨･定年 自己都合 勧奨･定年 

勤続 20年 19.6695 24.586875 19.6695 24.586875 19.6695 24.586875 

勤続 25年 28.0395 33.27075 28.0395 33.27075 28.0395 33.27075 

勤続 35年 39.7575 47.709 39.7575 47.709 39.7575 47.709 

最高限度額 47.709 47.709 47.709 47.709 47.709 47.709 

その他の 

加算措置 

定年前早期退職特例措置

2～20% 

定年前早期退職特例措置

2～45% 

定年前早期退職特例措置

2～45% 

 

③地域手当(普通会計決算) 

支給実績(令和 4年度決算) 30,956 千円 

支給職員 1人当たり平均支給年額 224,319  円 

支給率 支給対象職員 国の地域手当支給率 

6% 138人 3% 

 

④時間外勤務手当(普通会計決算) 

 令和 4年度決算 令和 3年度決算 

支給実績 28,773 千円 40,372 千円 

支給職員 1人当たり平均支給年額 241,790  円 342,136  円 

(注)職員 1人当たりの平均支給額を算出する際の職員数は､｢支給実績(令和 4年度決算)｣と同じ年度の 4月 1日現在の 

総職員数(管理職員等､制度上時間外勤務手当の支給対象とはならない職員を除く｡)であり､短時間勤務職員を含み 

ます｡ 

 

 

 

 



⑤その他の手当(令和 5 年 4 月 1 日現在) 

手当名 内容及び支給単価 
国の制度

との異同 

支給実績 
(4 年度決算) 

支給職員 1人当たり

平均支給年額 

(4年度決算) 

扶養手当 

○扶養親族のある職員に支給 

･配偶者  6,500円   

･子    10,000円   

･父母等   6,500円 

同じ 14,845 千円 235,635 円 

住居手当 

○自ら居住するため住宅を借り受け､家賃を 

支払っている職員に支給 

限度額      28,000円 

同じ 11,578 千円 269,256 円 

通勤手当 

○通勤のため交通用具(自動車等)を使用して 

いる職員に支給 

･通勤距離 2km以上が対象 

(通勤距離に応じて支給) 

○通勤のため交通機関を使用している職員に 

支給 

･運賃等相当額 

(1か月の支給限度額 55,000円) 

同じ 3,809 千円 50,787 円 

管理職手当 

理事･総務課長          62,000円 

課長                 52,000円 

参事･園長            42,000円 

総務課長補佐･園長補佐    38,000円 

異なる 10,824 千円 569,684 円 

 

 

(10)特別職の報酬などの状況(令和 5年 4月 1 日現在) 

区分 給料月額など 

給料 

町 長 832,000 円 

副 町 長 673,000 円 

教 育 長 626,000 円 

報酬 

議 長 346,000 円 

副 議 長 283,000 円 

議 員 264,000 円 

期末手当 

(4年度支給 

割合) 

町 長 3.3 月分 

副 町 長 3.3 月分 

議 長 3.3 月分 

副 議 長 3.3 月分 

議 員 3.3 月分 



4 勤務時間その他の勤務条件の状況 

 

(1)一般職員の勤務時間の状況(令和 5 年 4月 1日現在) 

1週間の勤務時間 開始時刻 終了時刻 休憩時間 

38時間 45分 8時 30分 17時 15分 12時 00分から 13時 00分まで 

(注)1日の勤務時間は 7時間 45分で､週休 2日制｡ 

 

 

(2)休暇制度の概要 

区分 種類 内容 

年次有給休暇  
1 年度 20 日(残日数がある場合は 20 日を限度

に翌年度に繰り越すことができる｡) 

病気休暇  
医師の証明に基づき必要最小限度必要な日数

又は時間 

特別休暇 

選挙権､その他公民としての権利を行使す

る場合 

その都度必要な期間 裁判員･証人などとして裁判所へ出頭する

場合 

骨髄ﾊﾞﾝｸへの登録､骨髄液の提供 

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動に参加する場合 5日の範囲内の期間 

結婚休暇 連続 5日の範囲内 

出生ｻﾎﾟｰﾄ休暇 5日の範囲内 

産前休暇(8週間以内に出産する予定である

女性職員が申し出た場合) 
出産の日までの申し出た期間 

産後休暇 
出産の日の翌日から 8 週間を経過するまでの

期間 

妊娠･産後 1年以内の健診休暇 その都度必要な時間 

妊娠中の通勤緩和のための休暇 1日 1時間を超えない範囲内 

妊娠障害に伴い勤務が困難な場合 14日を超えない範囲内で認められる期間 

保育のための授乳などを行う休暇 1日 2回それぞれ 30分以内 

妻の出産に伴う休暇 2日の範囲内の期間 

育児参加のための休暇 5日の範囲内の期間 

子の看護のための休暇 
小学校就学前の子 1 人につき 5 日の範囲内の

期間(子が 2人以上の場合は 10日) 

短期介護休暇 
1 の年度において 5 日(要介護者が 2 人以上の

場合は 10日) 

忌引 配偶者､父母 7日､子 5日､祖父母 3日等 

父母を追悼する場合 1日の範囲内の期間 



夏季休暇(盆等の諸行事や健康増進) 
6 月から 10 月までの期間内における原則とし

て連続する 3日の範囲内の期間 

災害による住居の減失および損壊 7日の範囲内の期間 

災害などにより出勤が困難な場合 
その都度必要と認める期間 

災害時の退勤途上の危険回避 

 生理休暇 3日の範囲内 

介護休暇 

(無給) 
配偶者､父母などの介護 

介護を必要とする一の継続する状態ごとに､3

回を超えず､かつ､通算して 6 か月を超えない

範囲内で必要な期間(無給) 

 

 

(3)年次有給休暇の取得状況(令和 4年度) 

1 年度あたり 20 日間の年次有給休暇が与えられます｡残日数がある場合は 20 日を限度として翌年

に繰り越すことができます｡ 

 

区分 1年間の平均取得日数 

一般職員 10.6日 

 

(4)介護休暇の取得状況(令和 4 年度) 

区分 介護休暇取得者数 

男性職員 0人 

女性職員 0人 

合計 0人 

 

 

5 休業に関する状況 

 

育児休業･部分休業の取得状況(令和 4 年度) 

育児休業は､子を養育する職員の継続的な勤務を促進し､職員の福祉を増進するとともに､行政の

円滑な運営に資することを目的として設けた制度です｡部分休業は､小学校就学の始期に達するま

での子を養育するため､勤務時間の始め又は終わりに 1 日につき 2 時間以内で勤務しないことがで

きる制度です(勤務しない時間の給与額は減額されます)｡ 

 

区分 
育児休業 

取得者数 

部分休業 

取得者数 

男性職員 0人 0人 

女性職員 3人 1人 

合計 3人 1人 

 



 

6 分限および懲戒処分の状況 

  

(1)分限処分の状況(令和 4年度) 

分限処分は､公務能率を維持することを目的として､心身の故障や職に必要な適正性を欠くなど､

一定の理由がある場合に､職員の意に反し身分上の不利益な処分を行うものです｡その種類として

｢免職｣｢降任｣｢休職｣があります｡ 

(単位:人) 

処分事由 免職 降任 休職 合計 

勤務実績が良くない場合 0 0 0 0 

心身の故障の場合 0 0 4 4 

職に必要な適格性を欠く場合 0 0 0 0 

合計 0 0 4 4 

 

 

(2)懲戒処分の状況(令和 4年度) 

懲戒処分は､職員が法令や職務上の義務などに反した場合に道義的責任を問うことにより､公務に

おける規律と秩序を維持することを目的とする処分です｡その種類として｢免職｣｢停職｣｢減給｣｢戒

告｣があります｡ 

(単位:人) 

処分事由 免職 停職 減給 戒告 合計 

法令に違反した場合 0 0 0 0 0 

職務上の義務に違反し､または職務を怠った場合 0 0 0 0 0 

全体の奉仕者としてふさわしくない非行があった場合 0 0 0 0 0 

合計 0 0 0 0 0 

 

 

7 服務の状況 

   職員は全体の奉仕者として公共の利益のために勤務し､かつ職務の遂行にあたっては､全力をあげて

これに専念しなければならないこととされており､この趣旨を実現するため､服務上の制約が課されて

います｡ 

区 分 内  容 

法令および上司の職務上の命令に 

従う義務 

(地方公務員法第 32条) 

職員は､その職務を遂行するにあたって､法令､条例に従い､かつ､上司の職務上

の命令に忠実に従わなければなりません｡ 

信用失墜行為の禁止 

(地方公務員法第 33条) 

職員は､その職の信用を傷つけ､または職員の職全体の不名誉となるような行

為をしてはなりません｡ 

秘密を守る義務 

(地方公務員法第 34条) 

職員は､職務上知り得た秘密を漏らしてはならず、その職を退いた後も同様と

します｡ 



職務に専念する義務 

(地方公務員法第 35条) 

職員は､法律や条例に特別の定めがある場合以外は､勤務時間および職務上の

注意力の全てをその職責遂行のために用い､全体の奉仕者として公共の利益の

ために勤務し､かつ職務の遂行にあたっては全力をあげてこれに専念しなけれ

ばなりません｡ 

政治的行為の制限 

(地方公務員法第 36条) 
職員は､特定の政治的行為について､これを行うことを禁止されています｡ 

争議行為の禁止 

(地方公務員法第 37条) 

職員は､使用者たる住民に対して同盟罷業､怠業その他の争議行為をすること､

また､地方公共団体の機関の活動を低下させる怠業的行為をすることを禁止さ

れています｡ 

営利企業などの従事制限 

(地方公務員法第 38条) 

職員は､任命権者の許可を受けなければ営利企業の役員などを兼ねることや自

らの営利企業を営むこと､その他報酬を得ていかなる事業または事務にも従事

することはできません｡ 

 

8 退職管理の状況 

  須恵町では､職員の退職管理に関する条例を制定しています｡ 

  これは､退職した元職員が､在籍していた自治体に対し契約行為や行政処分等の働きかけを禁止する

ことを目的としています｡この取り組みの一環として､管理職員で退職した者が､民間事業所等に再就職

した場合に､届出を義務づけています｡ 

  令和 4年度中に退職した管理職員のうち､民間事業所等に再就職したものは 0人です｡ 

 

9 研修の状況 

 

（１） 研修の状況(令和 4年度) 

職員の研修は､職員の勤務能率の発揮および増進を目的に､任命権者において組織的に行って 

いるものです｡ 

区分 修了人員 研修内容 

福岡県市町村職員研修所 32 人 
新規採用職員､一般職員､新任係長､再任用職員､契約事務､

固定資産税（土地・家屋）など 

市町村職員中央研修所 

全国市町村国際文化研修所 
3 人 地域からゼロカーボンを考える、住民税課税事務研修 

その他 1 人 自治大学校 

   合  計 36 人 ※研修事業費 : 1,789,795円 

 

 

10 福祉および利益の保護の状況 

 

（１） 福祉の状況 

ｱ 健康管理事業(令和 4 年度) 
労働安全衛生法および安全管理規定に基づき､職場における職員の安全と健康を確保するため､ 

健康診断の実施や健康管理委員会を設置しています｡ 

 

健康診断などの実施状況 

区 分 受診者数 内 容 

一般定期健康診断 204人  全職員を対象に毎年 1 回実施 



産業医等健康相談 59 人  希望者 

合計 263人   

                     ※産業医健康相談は延べ人数 

  

  ｲ 福利厚生事業 

職員の健康保険や年金などの共済制度は､社会保険制度の一環として､地方公務員法および地方公
務員共済組合法の定めるところにより､福岡県市町村職員共済組合により実施されています｡ 

共済組合では､組合員である職員とその家族の病気､けが､出産､死亡などに対して必要な給付を行
う｢短期給付事業｣､職員の退職･障害または死亡に対して年金または一時金の給付を行う｢長期給付事
業｣､健康診断などの健康保持増進事業､保養施設の運営､住宅資金などの貸し付けを行う｢福祉事業｣
などの事業を行っています｡ 
また､地方公務員法第 42 条の規定に基づく職員の保健､元気回復､その他の厚生に関する事業などを

実施するため､須恵町職員互助会が設置されています｡ 

 

    須恵町職員互助会 

   

   

 

 

 

 

 

ｳ 公務災害補償 
災害補償制度は､職員が公務上の災害または通勤による災害により生じた損害の補償と､被災職員

の職場復帰の促進および職員･遺族の援護を図るために必要な事業を行うことを目的としています｡ 
なお､災害の認定および補償は､地方公務員災害補償基金福岡県支部が行っています｡ 

 
 
    公害災害発生件数(令和 4年度) 

 

 

 

 

 

(2)公平委員会の状況 

公平委員会は､地方自治体の規定に基づき設置される地方公共団体の執行機関で､公平･公正な行政

を確保するために必要なものとして､地方公務員法の定めるところにより､職員の勤務条件に関する

措置の要求および職員に対する不利益処分を審査するなど必要な措置を講ずるために設置されるも

のです｡ 

須恵町は古賀市､宇美町､篠栗町､志免町､新宮町､久山町､粕屋町､糟屋郡自治会館組合､糟屋郡篠栗

町外一市五町財産組合､玄海環境組合､古賀高等学校組合､北筑昇華苑組合､須恵町外二ｹ町清掃施設組

合､粕屋北部消防組合､粕屋南部消防組合と共同し設置しています｡その権限は次のとおりです｡ 

 

ｱ)職員の給与､勤務時間その他の勤務条件に関する措置の要求を審査し､判定しおよび必要な措置

を執ること｡ 

ｲ)職員に対する不利益な処分についての審査請求に対する裁決または決定をすること｡ 

ｳ)職員の苦情を処理すること 

ｴ)その他法律に基づきその権限を属せしめられた事務 

 令和 4年度決算 

会員数 159 人 

会員掛金 3,038,328 円 

町の助成金 10,000 円  

公務災害 通勤災害 合計 

4 0 4 



 

ｱ 勤務条件に関する措置要求の状況 
勤務条件に関する措置要求制度は､職員から勤務条件に関し､適当な行政上の措置を求める要求

があった場合に､公平委員会が必要な審査をした上で判定を行い､あるいはあっせんまたはこれに

準じる方法で事案の解決にあたるものです｡ 
     令和 4年度中に新たな措置要求はなく､また､係属している事案もありません｡ 

 

 

ｲ 不利益処分に関する審査請求の状況(令和 4 年度) 
不利益処分についての審査制度は､職員からの懲戒その他その意に反する不利益な処分を受けた

として審査請求があった場合､公平委員会が事案を審査し､その結果に基づいて､その処分を承認･

修正または取り消す判定を行うものです｡ 

 

区  分 
令和 3年度末 

の係属件数 

令和 4年度中の

申立件数 

令和 4年度中の

処理数 

令和 5年度への

繰越件数 

懲 戒 処 分 0件 0件 0件 0件 

分 限 処 分 0件 0件 0件 0件 

そ の 他 0件 0件 0件 0件 

合 計 0件 0件 0件 0件 

 

 


